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【抄 録】 

本研究は，考案された武術太極拳の「旋子」(体操競技の「バタフライ」に類似した技)の習得プログラ

ムの妥当性を検証するための指導事例研究であった．指導にあたって「旋子」の技術として 5 つの技術

を抽出した．「助走技術」は助走と踏み切りを繋げることを目的とし，最後の一歩を大きく出すことが指導

のポイントであった．「下半身の踏み切り技術」は高く跳ぶことを目的とし，左足で強く踏み切り，右脚を

速く振り上げることが指導のポイントであった．「上半身の振り上げ技術」も高く跳ぶことを目的とし，踏み

切り時に上半身を大きく振り上げることが指導のポイントであった．「空中姿勢技術」は技の認定を目的と

し，両腕を広げて右脚左脚の順番で振り回すことが指導のポイントであった．「着地技術」はバランスよく

着地することを目的とし，適切な足幅で着地することが指導のポイントであった．指導の結果，対象者で

ある武術太極拳のジュニア選手 8 名全員が「旋子」を習得した．これらのことから，本研究で考案した「旋

子」の習得プログラムは妥当であると示唆された． 
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Ⅰ．問題提起 

武術太極拳には生涯スポーツと競技スポーツ

の両面が存在する(公益社団法人日本武術太極

拳連盟 online)．競技スポーツの武術太極拳には，

対戦によって勝敗を決める散打競技と演武を採

点して順位を決める套路競技がある．套路競技

は，14m×8m のコート内で実施された演武の内

容と出来栄えを審判員が評価して得点および順

位を決定する採点競技である．10 点満点の減点

法で採点されるため，採点規則に則った演武を

実施し減点を最小限にすることが高得点に繋が

る．競技会で実施される演武には跳躍技が出現

する．一般的に，跳躍技は難易度が高いため，

失敗をしやすく減点をされやすい(国際武術套路

競技規則，2005，p.7，pp.18‐19)．このことから套

路競技で高得点を獲得するためには，跳躍技を

成功させてかつその出来栄えを向上させる必要

がある．そのためには跳躍技を習得・習熟するた

めのプログラムの確立が必須である．本研究は套

路競技を対象とし，日本における散打競技と套

路競技の普及度を鑑みて，以下，套路競技を武

術太極拳と称する． 

武術太極拳には「旋子」(蔡龍雲，1987，p.96．

中国武術教程，2004，p.70．中国語読み；シュエ

ンズ，日本語読み；せんし，英語名称；Butterfly．

図 1) という跳躍技がある．「旋子」は，身体を反

時計回りに 1 回転させながら左足→右足→右足

→左足でステップしつつ最後の左足接地時に上

半身を振り下ろす．左足で踏み切りながら右脚を

振り上げる．上半身を振り上げながら肘が伸展し

た状態で両腕を広げる．上半身を水平にして膝

が伸展した状態で右脚左脚の順番で弧を描くよ
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うに大きく振り回して，右足左足の順番で着地す

るという技である．「旋子」はジュニア選手が実施

する演武にも出現する重要技の 1 つである．この

技を習得できなければ，演武を完全に遂行でき

ない場合が多いだけでなく，より高得点が獲得で

きる連接技や発展技の習得に繋がらない．演武

を完全に遂行し減点を最小限に抑えるだけでなく，

より高得点が獲得できる技の習得にも繋がること

から，「旋子」の習得は武術太極拳の選手にとっ

ては必要不可欠である．体操競技には「バタフラ

イ」という技がある．姿勢変化は「旋子」とほぼ同じ

であることから，競技は異なるが，似た技といえる．

「肘と膝を伸ばさなければならない」という採点基

準(国際武術套路競技規則，2005，p12．採点規

則男子，2017，p.50)は共通しているが，「旋子」

はそれに加えて，「上半身が水平でなければなら

ない，足は頭を越えなければならない」(国際武術

套路競技規則，2005，p12)という採点基準もある．

武術太極拳の技には格闘における意味が込めら

れていることから，体操競技とは違う要求が採点

基準になっていると考えられる． 

 

 

図 1. 旋子(局面分け) (https://www.youtube.com/watch?v=32rL1RtQJCY) 

 

「旋子」に関する先行研究は筆者の知る限り存

在しない．また教科書に記載されている内容は動

作 の説 明 であり，指 導 に言 及 した教 本 はない．

「バタフライ」は実施する体操選手がほとんどいな

い上に，筆者の知る限り先行研究や教本が存在

しない．「旋子」は競技会における必須技であるこ

とから，武術太極拳の指導現場では小中学生が

「旋子」の練習を行う．しかし，これまでの練習方

法は各指導者や選手がそれぞれ独自に行ってお

り，指導現場では「旋子」を習得するための明確

で客観的なプログラムは確立されていない． 

 

Ⅱ．目的 

本研究は，武術太極拳の「旋子」を習得するた

めのプログラムを考案することと，そのプログラムを

武術太極拳のジュニア選手に行わせることで，本

研究で考案された「旋子」の習得プログラムの妥

当性を検証することを目的とした． 

 

Ⅲ．基本構想と見通し 

本研究は,「旋子」を習得するためのプログラム

の考案と，そのプログラムの妥当性の検証とした．

本研究の手法は大友・土屋(2013)の研究を参考

にした．指導に先立ち，指導ポイントを明らかにす

るために「旋子」を習熟している武術太極拳の熟

練者(6 名：有段者 2 名，指導者 3 名(3 名とも指

導歴 20 年以上)，日本代表選手 1 名)に「旋子」

に関するインタビュー調査を行った(表 1)．そこで

得られた結果を基に「旋子」の技術を明らかにし，

その技術を習得するためのプログラムを考案した

(表 2)．プログラムの妥当性は，考案した習得プロ

グラムを武術太極拳の指導者(指導歴：約 10 年)

の下で対象者に実施してもらい,「旋子」の習得状

況により検証した．3 名の審判員が全体練習(6 回

目以降の介入)の毎回の映像を確認し，武術太

極拳の教科書(中国武術教程，2004，p70)や採

点規則(国際武術套路競技規則，2005，p12)に

則って対象者の「旋子」を評価し，全員が 2 回以

上成功試技を実施できたと認定した場合，習得と

みなした．なお，各技術を習得するために対象者

に対してどのように指導を行なったか，その指導

によってどのように動作が改善されたかをその都

度記録した． 
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表 1. インタビュー調査のデータ 

 

 

表 2. 旋子の技術のまとめ 
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Ⅳ. 実施計画 

1. 指導ポイントの抽出 

武術太極拳の熟練者へのインタビュー調査方

法は「旋子」を助走局面(助走開始から左足接地

まで), 踏切局面(左足接地から左足離地まで), 

空中局面(左足離地から右足接地まで), 着地局

面(右足接地から左足接地まで)の 4 つの局面に

分け，各局面で意識しているポイントを聞くことと

した．意識しているポイントとして武術太極拳の熟

練者 6 名中 5 名以上が共通して挙げていたポイ

ントを「旋子」の技術とした．「旋子」の技術として，

4 局面における 5 つの技術を抽出した． 

助走局面では，武術太極拳の熟練者 6 名への

インタビュー調査の結果をまとめると「踏み切りに

繋がるように力まず規定のステップをする．加速し

て最後の左足を大きく速く後ろ(進行方向)に出す

ことが重要である」という回答が得られた．このこと

から助走局面では，力まず規定のステップをしな

がら加速して，ステップの最後の左足を進行方向

に大きく速く出すことが重要であると明らかになっ

た．助走局面の一連の運動を「助走技術」と定義

した．この技術は助走の加速を踏切局面へ繋げ

る技術である． 

踏切局面では，武術太極拳の熟練者 6 名への

インタビュー調査の結果をまとめると「高く跳ぶた

めに，下半身は左足で速く強く地面を踏み切り，

右脚を速く振り上げる．上半身は特に左腕と頭を

大きく後ろから下を通って振り上げる．左足で踏

み切るタイミングと右脚を振り上げるタイミングと上

半身を振り上げるタイミングを合わせる(同時に行

う)ことが『旋子』を成功させる上で最重要である」

という回答が得られた．これらのことから踏切局面

では，下半身は左足で速く強く踏み切ることと右

脚を速く振り上げること，上半身は大きく後方から

下方を通って振り上げることが重要であると明らか

になった．左足で速く強く踏み切り，右脚を速く振

り上げる技術を「下半身の踏み切り技術」と定義

した．この技術はこの後の空中局面の滞空時間

を確保するために，助走の加速を利用して高く跳

ぶ技術である．また，上半身を大きく後方から下

方を通って振り上げる技術を「上半身の振り上げ

技術」と定義した．この技術は「下半身の踏み切り

技術」を補助し，高く跳ぶ技術である．以上のこと

から，踏切局面は「下半身の踏み切り技術」と「上

半身の振り上げ技術」の 2 つの技術があると考え

られる．なお，この 2 つの技術はタイミングを合わ

せて実施する必要があることも示された． 

空中局面では，武術太極拳の熟練者 6 名への

インタビュー調査の結果をまとめると「技の認定の

ために正しい姿勢を作ることが求められる．空中

では両腕を広げて，右脚左脚の順番で弧を描く

ように大きく振り回す．上半身は地面に対して水

平にして，両肘と両膝はしっかり伸ばす必要があ

る」という回答が得られた．これらのことから空中局

面では，上半身を水平にすること，両肘が伸展し

た状態で両腕を広げること，両膝が伸展した状態

で右脚左脚の順番で弧を描くように大きく振り回

すことが重要であると明らかになった．上半身を

水平にして，両肘が伸展した状態で両腕を広げ

て，両膝が伸展した状態で右脚左脚の順番で弧

を描くように大きく振り回す技術を「空中姿勢技術」

と定義した．この技術は技の認定をもらうための技

術である． 

着地局面では，武術太極拳の熟練者 6 名への

インタビュー調査の結果をまとめると「バランスを

取るために右足左足の順番で着地する．着地時

は適切な足幅をとることが重要である」という回答

が得られた．このことから着地局面では，右足左

足の順番で適切な足幅を取りながら着地すること

が重要であることが明らかになった．右足左足の

順番で適切な足幅を取りながら着地する技術を

「着地技術」と定義した．この技術はバランスよく

着地し技を完結させる技術である． 

 

2. 指導対象者 

本研究は武術太極拳の男子ジュニア選手 8 名

を対象とした．各対象者の詳細を表 3 に記す(表

3)．本 研 究 の対 象 者 は全 員 ，指 導 開 始 以 前 に

「旋子」を実施したことはなかった．研究の実施に

あたり，早稲田大学の「人を対象とする研究に関

する倫理委員会」の承認を得た．対象者には事

前に研究の目的・方法などを十分に説明し，研

究参加の同意を得た． 
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表 3. 対象者情報 

 

3. 指導期間 

指導期間は 2017 年 4 月～2017 年 10 月まで

の約 6 ヶ月間，週 1 回，約 30 分の指導を 24 回

行った． 

 

 

4. データ収集 

本研究では毎週対象者が「旋子」の習得プロ

グラムを実施している様子を，対象者から垂直に

約 5m 離 れ た 場 所 か ら 高 速 度 ビ デ オ カ メ ラ

(EXILIM，EX-100Pro，CASIO 社製)を用いてサ

ンプリング周波数 120Hz で撮影した(図 2)． 

 

 

図 2. 実験設定 

 

5. 習得プログラムの考案と指導方法 

上記に示された「旋子」の技術を習得するため

のプログラムを考案し，実施する際の指導方法と

留意点を以下にまとめた．なお，習得プログラム

は「助走技術」，「下半身の踏み切り技術」，「上

半身の振り上げ技術」，「空中姿勢技術」そして

最後に「着地技術」という時系列通りの順番で実

施した． 

 

1) 助走技術 

「助走技術」の練習は，最初の介入で実施する．

まずは助走の規定のステップを覚えるための練習

を行う．指導者が助走のステップを 1 歩ごとに区

切って実施するのを対象者に模倣させる．指導

者からみて慣れてきたら，対象者だけで少しずつ

加速させながら助走を練習する．「助走技術」の

指導として，助走のステップを実施する際に，加

速しながら最後の左足を進行方向に大きく速く出
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させるために「加速しながら助走して，最後の左

足を大きく速く後ろに出す」ように指示する．武術

太極拳の指導者からみて，加速しながら助走して，

最後の左足を大きく速く後方に出せたら習得した

と判断する． 

 

2) 下半身の踏み切り技術 

「下半身の踏み切り技術」の練習は「助走技術」

の習得後に実施する．右脚の振り上げの練習を

行ってから，左足の踏み切りを加えた練習を実施

する．右脚の振り上げの練習は，助走の最後の

左足で踏み切らずに，上半身を振り下ろしながら

右脚を振り上げる．最初は動きを確認しながら行

い，指導者からみて慣れてきたら，少しずつ助走

と右脚の振り上げを加速させる．右脚の振り上げ

の指導として，右脚を振り上げる際に，右脚を速く

振り上げて大きく振り回させるために「右脚を速く

振り上げる, 振り上げた右脚を大きく振り回す」よ

うに指示する．左足の踏み切りの練習は，まずは

助走のステップを入れずに，右足のステップから

右脚の振り上げと左足の踏み切りを同時に行う．

最初は動きを確認しながら行い，指導者からみて

タイミングが合ってきたら，助走のステップとあわせ

て，少しずつ加速させる．左足の踏み切りの指導

として，左足で踏み切る際に，左足で速く強く踏

み切らせるために「左足で速く強く地面を踏む」よ

うに指示する．右脚の振り上げと左足の踏み切り

のタイミングが合い，左足が離地できたら習得した

と判断する． 

 

3) 上半身の振り上げ技術 

「上半身の振り上げ技術」の練習は「下半身の

踏み切り技術」の習得後に実施する．「下半身の

踏み切り技術」の練習に上半身の振り上げを加

えた練習を実施する．最初は動きを確認しながら

行い，指導者からみてタイミングが合ってきたら，

少しずつ加速させる．「上半身の振り上げ技術」

の指導として，踏み切る際に，上半身(特に左腕

と頭部)を大きく後方から下方を通って振り上げさ

せるために「踏み切る時に左腕と頭を大きく後ろ

から下を通って振り上げる」ように指示する．上半

身と下半身のタイミングが合い，「下半身の踏み

切り技術」のみで実施した時よりも左足が高く離

地できたら習得したと判断する． 

 

4) 空中姿勢技術 

「空中姿勢技術」の練習は「上半身の振り上げ

技術」の習得後に実施する．助走の最後の左足

を出しながら身体を反時計回りに回転させて，対

象者の腰部の高さに設置した跳び箱に腹面を被

せるようにしながら両手を着手して，右脚左脚の

順番で弧を描くように振り回す．安全に効率よく

脚の動きを習得するために跳び箱を用いて上半

身の姿勢を補助した．「空中姿勢技術」の指導と

して，両脚を振り回す際に，膝が伸展した状態で

右脚左脚の順番で大きく振り回させるために「膝

を伸ばして右脚左脚の順番で大きく振り回す」よ

うに指示する．膝が伸展した状態で右脚左脚の

順番で大きく振り回せたら習得したと判断する．な

お，両腕を広げる技術と上半身を水平にする技

術は下半身に比べると比較的容易であると考えら

れるため，特に練習を考案しないものとする． 

 

5) 着地技術 

「着地技術」の練習は「空中姿勢技術」の習得

後に実施する．「空中姿勢技術」の練習に着地の

ポイントを加えた練習を実施する．「着地技術」の

指導として，着地する際に，右足左足の順番で適

切な足幅を取りながら着地させるために「右足左

足の順番で着地する，左足は少し遠くに着地す

る」ように指示する．右足左足の順番で適切な足

幅を取りながら着地し，バランスを崩さなければ習

得したと判断する． 

 

6) 全体練習 

「旋子」の全体練習は各技術の習得後に実施

する．全体練習の指導として「これまでに習ったポ

イントを確認しながら，各技術を組み合わせて実

施する」ように指示する．失敗が続くようであれば，

武術太極拳の指導者からみて失敗の原因になっ

ていると思われる技術の練習を行うこととする．2

回以上，3 名の審判員全員が技として認定したら

習得したと判断する． 
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Ⅴ. 実践記録および事例の提示 

本研究で考案したプログラムの妥当性を検証

するために，対象者全員に習得プログラムを実施

させた結果，8 名全員が指導期間内に「旋子」を

習得した.「旋子」の習得過程で対象者にどのよう

な課題が生じ，それを解決するためにどのような

指導を行い，それによって動作がどのように改善

したのかを以下にまとめた．指導開始時点では，

対象者全員が「旋子」を実施したことがなかったた

め，全員同様の指導内容と指導方法で介入を開

始した． 

 

1) 助走技術 

「助走技術」の練習は対象者全員に対して 1

回目の介入時に指導者のステップを対象者に模

倣させた(図 3)．反復練習を行い，助走のステップ

が円滑にできるまで回数を重ねた．助走を加速さ

せる段階で対象者全員に右足のステップ時に上

半身を進行方向の反対方向に向けていないとい

う課題(図 4)がみられた．その際は「右足でステッ

プする時は胸とおへそを後ろに向ける」ように指導

した．また，対象者 B，D，G は最後の左足を右足

の真っ直ぐ後方に着地しない課題(図 5)が生じた．

その際は体育館の床の線を活用して，ステップす

る際は線の上を移動するように指示し，「最後の

左足は右足の真っ直ぐ後ろに着地させる」ように

指導した．これらの指導によって対象者全員が 1

回目の介入中に「助走技術」を習得できた． 

 

 

図 3. 助走技術 

 

 

図 4. 助走技術：右足のステップ時に上半身を進行方向の反対方向に向けていない 

 

 

図 5. 助走技術：左足が右足の真っ直ぐ後方に着地しない 
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2) 下半身の踏み切り技術 

「下半身の踏み切り技術」の練習は対象者全

員に対して 2 回目の介入時に右脚の振り上げの

練習を行ってから(図 6)，左足の踏み切りの練習

を加えた(図 7)．右脚の振り上げの練習では対象

者全員に振り上げた右脚の膝が屈曲するという

課題(図 8)がみられた．その際は「右膝を伸ばして

右膝を振り上げる」ように指導した．左足の踏み

切りの練習では対象者全員に左足の踏み切りが

弱いという課題(図 9)がみられた．その際は「ステッ

プの最後の左足を大きく速く出して，速く強く地

面を踏む」ように指導した．反復練習を行い，これ

らの指導によって対象者全員が 2 回目の介入中

に「下半身の踏み切り技術」を習得できた． 

 

図 6. 下半身の踏み切り技術 (右脚の振り上げ) 

 

 

図 7. 下半身の踏み切り技術 (左足の踏み切り) 

 

 

図 8. 下半身の踏み切り技術：振り上げた右脚の膝が屈曲する 

 

図 9. 下半身の踏み切り技術：左足の踏み切りが弱い 

3) 上半身の振り上げ技術 

「上半身の振り上げ技術」の練習は対象者全

員に対して 3 回目の介入時に「下半身の踏み切

り技術」の練習に上半身の振り上げの練習を加え

た(図 10)．反復練習を行い，上半身の振り上げと

下半身の踏み切りのタイミングが合うまで回数を

重ねた．対象者全員，後方から下方を通って振り

上げるという上半身の動き自体の習得は早かった

ものの，下半身の踏み切りよりも上半身の振り上

げのタイミングが早いという課題(図 11)がみられた．

その際は「右脚の振り上げと左足の踏み切りと上

半身の振り上げのタイミングを一致させる」ように

指導した．また，対象者 C，D，F，H は上半身を

十分に振り下ろさないという課題(図 12)が生じた．
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その際は「上半身を膝まで振り下ろしてから振り

上げる」ように指導した．これらの指導によって対

象者全員が 3 回目の介入中に「上半身の振り上

げ技術」を習得できた． 

 

 

図 10. 上半身の振り上げ技術 

 

 

図 11. 上半身の振り上げ技術：上半身の振り上げのタイミングが早い 

 

 

図 12. 上半身の振り上げ技術：上半身を十分に振り下ろさない 

4) 空中姿勢技術 

「空中姿勢技術」の練習は対象者全員に対し

て 4 回目の介入時に跳び箱に両手を着手しなが

ら右脚左脚の順番で弧を描くように振り回した(図

13)．反復練習を行い，円滑に踏み切りから右脚

左脚の順番で振り回すことができるまで回数を重

ねた．対象者全員に時折，振り回している脚の膝

が屈曲するという課題(図 14)がみられた．その際

は「両膝を伸ばして両膝を順番に振り回す」ように

指導した．これらの指導によって対象者全員が 4

回目の介入中に「空中姿勢技術」を習得できた． 

 

図 13. 空中姿勢技術 
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図 14. 空中姿勢技術：振り回している両膝が屈曲している 

5) 着地技術 

「着地技術」の練習は対象者全員に対して 5

回目の介入時に「空中姿勢技術」の練習に着地

のポイントを加えた(図 15)．反復練習を行い，接

地後に足が動くなどのバランスが悪い着地がなく

なるまで回数を重ねた．最初は対象者全員に時

折，着地の足幅が狭くなるという課題(図 16)がみ

られた．その際は「着地する時は適切な足幅をと

る」ように指導した．これらの指導によって 5 回目

の介入時には対象者全員が「着地技術」を習得

できた． 

 

図 15. 着地技術 

 

 

図 16. 着地技術：着地の足幅が狭くなる 

6)「全体練習」 

「旋子」の各技術を個別に習得させた上で, 全

体練習を対象者全員に 6 回目の介入から「これ

までに習ったポイントを確認しながら，各技術を組

み合わせて実施する」ように指示し，「旋子」を習

得するまで反復練習を行った(図 17)． 

 

 

図 17. 全体練習 

本研究の 5 回目までの介入によって，対象者

全員が各技術を個別に習得した．しかし，全体練

習になると対象者全員に助走から踏み切りまでの

各技術のタイミングが合わないという課題(図 18)
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が生じた．タイミングが合わないことによって踏み

切り時に力がうまく伝わらず，対象者 A，D，F，G，

H は踏み切る際に頭部が上がり過ぎて空中姿勢

における上半身が地面に対して水平にならないと

いう課題(図 19)が生じた．その際は「頭を振り上

げ過ぎない(頭と肩と腰の高さを合わせる)，背中

を伸ばす，左足で強く踏み切って右脚を速く振り

上げて腰を高く浮かせる，下を向かずに前を見る

(顔を上げる)」ように指導した． 

これらの指導によって，全体練習において各技

術のタイミングが合うようになり，8 名の対象者全

員が指導期間中に「旋子」を習得した．8 名の内

3 名は 12 回目の介入で習得し，残り 5 名の内 4

名は 17 回目の介入で習得し，最後の 1 名は 22

回目の介入で習得した． 

 

 

図 18. 全体練習：各技術のタイミングが合わない 

 

 

図 19. 全体練習：空中局面において上半身が水平にならない 

Ⅵ. 考察 

本研究では，武術太極拳の「旋子」の技術とし

て「助走技術」「下半身の踏み切り技術」「上半身

の振り上げ技術」「空中姿勢技術」「着地技術」の

5 つの技術を抽出し，8 名の対象者にそれらの技

術を習得させることで全員が指導期間中に「旋子」

を習得した． 

「助走技術」の練習に関して，助走を加速させ

る段階で対象者全員に右足のステップ時に上半

身を進行方向の反対方向に向けていないという

課題がみられた．また，対象者 B，D，G は最後の

左足を右足の真っ直ぐ後方に着地しない課題が

生じた．これらの課題は身体を回転させながら助

走するという「旋子」特有の動きに対象者が慣れ

ていないことが原因であると考えられる．課題を指

摘し反復練習を実施したところ改善することがで

きた． 

「下半身の踏み切り技術」の練習に関して，右

脚の振り上げの練習では対象者全員に振り上げ

た右脚の膝が屈曲するという課題がみられた．ま

た，左足の踏み切りの練習では対象者全員に左

足の踏み切りが弱いという課題がみられた．これら

の課題は「旋子」特有の姿勢に対象者が慣れて

いないことが原因であると考えられる．課題を指摘

し反復練習を実施したところ改善することができた． 

「上半身の振り上げ技術」の練習に関して，対

象者全員に下半身の踏み切りよりも上半身の振

り上げのタイミングが早いという課題がみられた．

また，対象者 C，D，F，H は上半身を十分に振り

下ろさないという課題が生じた．これらの課題は対

象者が「旋子」の踏み切りのタイミングをつかめて

いないことが原因であると考えられる．課題を指摘

し反復練習を実施したところ改善することができた． 

「空中姿勢技術」の練習に関して，対象者全

員に時折，振り回している脚の膝が屈曲するとい

う課題がみられた．この課題は「旋子」特有の姿

勢に対象者が慣れていないことが原因であると考

えられる．課題を指摘し反復練習を実施したとこ
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ろ改善することができた． 

「着地技術」の練習に関して，対象者全員に時

折，着地の足幅が狭くなるという課題がみられた．

この課題は「旋子」特有の動きに対象者が慣れて

いないことが原因であると考えられる．課題を指摘

し反復練習を実施したところ改善することができた． 

全体練習の課題として，各技術を個別に習得

していても，それらを組み合わせるタイミングが合

わないことが挙げられる．本研究では，各技術は

対象者全員が 1 回(30 分)の介入で習得できた．

しかし，「旋子」を習得するのに対象者全員が 3 ヶ

月(6 時間)以上の時間を要したことから，「旋子」

は各技術の習得よりも，各技術のタイミングを合わ

せる方が難易度は高く，時間を要することを明ら

かにした．特に踏切局面の各技術のタイミングを

合わせることとそれに伴って空中姿勢の習得に時

間を要した．これは，対象者全員が本研究の介

入まで一度も「旋子」を実施したことがなかったこ

と，「旋子」は日常生活の運動や一般的な跳躍と

は異なり，上半身が地面に対して水平になるため，

姿勢に慣れていないことが原因として考えられる．

またインタビュー調査でも，「『旋子』はタイミングを

合わせるのが最も難しい．踏み切りのタイミングが

合わないと，力がうまく伝わらず，高く跳躍できな

いため，腰が浮かずに上半身が水平にならない」

と言及されていた．「旋子」は身体が回転している

が，技の進行方向としては直線的に進んでいるこ

とが特徴である．そのため，各技術のタイミングが

合わないと力が伝わらずに助走の加速を踏み切

りに繋げられない場合がある．指導する際は，そ

のことを理解させることが重要であると考えられる．

これらのことから，各技術および全体練習の課題

はそのほとんどが「旋子」に慣れていないことが原

因であると考えられる．そのため，反復練習を行う

ことで習得できた． 

運動学習において，朝岡(1997)は「『どのように

なっているのか』に関する情報は『どのようにすれ

ばできるのか』に関する情報にただちに置きかえ

られるとは限らない」，「『どのようになっているのか』

ということが分かっても，実際に選手が『意識して

そうやっている』とは限らない」と述べている．特に

本研究のように初めて実施する技，姿勢が特異

な技を学習する際は，技を習得している選手の

「意識」や「どのようにすればできるのか」という情

報が重要である．そこで，本研究ではインタビュー

調査を丁寧に行い，熟練者が意識していることを

十分に引き出せたことによって，妥当性のある習

得プログラムを考案することができた．運動学習

する際は，このことに十分注意する必要があると

考えられる． 

 

Ⅶ. まとめ 

本研究では，対象者 8 名全員が指導期間内

に「旋子」を習得できた．このことから，本研究で

抽出した「旋子」の各技術とその習得プログラムが

妥当であることが示唆された．以下に各技術と指

導ポイントをまとめた． 

 

1. 助走技術 

「助走技術」は助走の加速を踏み切りに繋げる

ことを目的とし，最後の一歩(左足)を大きく速く後

方に出すことを意識させることが重要なポイントで

あった． 

 

2. 下半身の踏み切り技術 

「下半身の踏み切り技術」は高く跳ぶことを目

的とし，踏み切り時に左足を速く強く踏み込むこと

と右脚を速く振り上げることを意識させることが重

要なポイントであった． 

 

3. 上半身の振り上げ技術 

「上半身の振り上げ技術」は高く跳ぶことを目

的とし，踏み切り時に上半身を大きく後方から下

方を通って振り上げることを意識させることが重要

なポイントであった． 

 

4. 空中姿勢技術 

「空中姿勢技術」は技の認定を目的とし，空中

で両肘を伸展させた状態で両腕を広げて，両膝

を伸展させた状態で右脚左脚の順番で弧を描く

ように大きく振り回すことを意識させることが重要

なポイントであった． 
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5. 着地技術 

「着地技術」はバランスよく着地することを目的

とし，着地する際に適切な足幅をとることを意識さ

せることが重要なポイントであった． 
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